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Ⅰ 一般事項 

１． 趣旨 

 千葉大学園芸学部は平成 21 年（2009 年）に創立 100 周年を迎えました。その記念事業

の一環として、100 周年記念館（仮称、以下「記念館」）の建設が進行中です。今回のコン

ペは、記念館周辺のランドスケープの基本計画（キャンパスのランドスケープマスタープ

ランを含む）について、本学の在学生および卒業生を対象として自由参加形式により募集

するものです。 

 これからの大学キャンパスのあり方に一石を投じるような創造的アイディアが数多く提

案されることを期待します。また、そのことを通じて、千葉大学大学院園芸学研究科・園

芸学部の特徴と、卒業生が担う職域・職能の意義を社会にアピールしていくことを目的と

します。 

 

２． コンペの名称 

 千葉大学園芸学部創立 100 周年記念館周辺のランドスケープデザインコンペ 

 

３． コンペの内容 

 記念館周辺のランドスケープの基本計画案（キャンパスのランドスケープマスタープラ

ンを含む）を募り、キャンパス修景計画等検討委員会と共同で設計･監理にあたる最優秀賞

受賞者を選定します。 

 

４． コンペの課題 

 「都市」に軸足を置いた「食と緑」の総合研究科という、園芸学部･園芸学研究科のア

カデミックコンセプトを象徴するキャンパスの戦略的なランドスケープ形成とその管

理･運営に係る指針づくりにアイディアを提供する。 

 記念館に人の流れを誘導し、キャンパスの新しい核、シンボルとなりうる空間デザイ

ンの基本設計案を用意する。 

 

５． コンペの対象範囲 

 記念館周辺の約 7,000 ㎡の区域（設計資料②参照）。ただし、キャンパスのランドスケー

プマスタープランについては千葉大学園芸学部キャンパスの全域。 

 

６． 主催者および事務局 

１） 主催者：千葉大学園芸学部創立 100 周年記念事業会ｷｬﾝﾊﾟｽ修景計画等検討委員会 
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２） 事務局：千葉大学園芸学部創立 100 周年記念事業会事務局 

 

７． コンペ日程 

 平成２２年 ６月 １日〜６月３０日 応募登録期間（電子メールでの登録のみ） 

       ６月 １日〜６月１５日 質疑受付期間（電子メールでの受付のみ） 

       ７月上旬  質疑応答書発送 

       ８月 １日〜8 月１３日 応募設計図書受付（郵送のみ、消印有効） 

       ９月上旬  審査委員会による審査会 

       ９月下旬  審査結果の発表 

 ※ コンペ以降の予定 

      １０月〜 １月  基本設計 

 平成２３年 ４月〜１０月  実施設計及び施工 

      １０月   竣工、100 周年記念式典およびコンペ表彰式 

 

 ※ 記念館の事業計画 

 平成２１年１２月〜平成２２年３月 基本設計 

 平成２２年 ４月〜平成２２年９月 実施設計 

 平成２３年１０月          竣工 

 

Ⅱ 応募資格等 

１． 応募資格 

 下記のいずれかを満たしていることを応募の条件とします。 

① 千葉大学園芸学部および千葉大学大学院園芸学研究科、千葉大学大学院自然科学研究

科の卒業生・修了生または卒業生・修了生を代表者とする法人、もしくはそれらの団

体・グループとします。団体・グループの場合は代表者を決めて下さい。ただし、団

体・グループの代表者は、千葉大学園芸学部および千葉大学大学院園芸学研究科、千

葉大学大学院自然科学研究科の卒業生・修了生である必要があります。 

② 平成 22 年 4 月 1 日現在、千葉大学園芸学部および千葉大学大学院園芸学研究科、千

葉大学大学院自然科学研究科に在籍している学生および研究生。個人でも、グループ

でも結構ですが、グループの場合は代表者を決めて下さい。 

 

２． 応募数量の制限 

 提出する応募案は、未発表のものとし、応募者１名につき１案に限ります。団体・グル
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ープの場合は、同一人物が複数の団体・グループの代表者になることはできません。 

 

３． 応募の制限 

 次に掲げる条件に当てはまる方は、本コンペに応募することはできません。団体・グル

ープに参加することもできません。 

① 審査委員 

② 審査委員自らが主宰する組織または審査委員が役員・顧問として関係を持つ組織（ただ

し大学の研究室は除く）に所属する者。 

 

Ⅲ 応募手続等 

１． 応募登録手続 

１） 登録期間 

 応募登録は下記の期間、コンペ事務局において受け付けます。 

 平成２２年６月１日〜平成２２年６月３０日（電子メールでの登録のみ） 

２） 登録方法 

 下記 URL より「登録申込書･登録通知書」（様式１）をダウンロードし、必要事項

を記入のうえ、電子メールで下記アドレス宛てにお送りください。登録料は必要あり

ません。 

 戸定会ホームページ http://www.h.chiba-u.jp/centennial/ 

 コンペ事務局（代表：木下 剛 宛て） tkinoshita@faculty.chiba-u.jp 

３） 登録通知 

 登録申込者には「登録通知書」を電子メールで返送します。登録通知書には登録番

号と設計資料開封用のパスワードが記載されています。 

 

２． 設計資料 

 所定の期間内に応募登録をした方は、登録通知書の指示に従い、下記に示す設計資料を

ダウンロードまたは閲覧して下さい。 

① キャンパス現況図（1/2,500 白地図） 

② 敷地現況図（Auto-CAD ファイル） 

③ 100 周年記念館基本計画資料（平面図、模型写真、利用イメージ等の情報が含まれます） 

④ 園芸学部キャンパス配置図（PDF ファイル） 

⑤ 応募設計図書レイアウト規定（PDF ファイル） 

⑥ 千葉大学園芸学研究科･園芸学部の概要、同組織概要 
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 千葉大学大学院園芸学研究科ホームページ 

 組織概要 http://www.h.chiba-u.jp/overview01.html 

  研究科について http://www.h.chiba-u.jp/graduate01.html 

⑦ 千葉大学園芸学部特別保全樹林地区指定図 

⑧ その他参考資料：藤井英二郎（2009）：キャンパス名園探訪 千葉大学園芸学部のキャン

パスと庭園、文教施設 34 2009 春号、p.58-61、「戸定が丘緑の回廊」ガイドツアー関連

資料、千葉県立高等園芸学校キャンパス彩色平面図（大正 6 年頃、湯浅四郎助教授作図）、

キャンパス全体図：大正 13 年、 

⑨ その他ウェブサイトなど：園芸学部散策手帳（千葉大学園芸学部ホームページ）：

http://www.h.chiba-u.jp/sansaku/1.htm、戸定が丘緑の回廊プロジェクト（松戸まちづく

り交流室テント小屋ホームページ）：http://tento-goya.org/menu/menu_tojo.html 

 

３． 質疑応答 

 応募要項、設計資料等に関する質疑は期間を定めて電子メールにて受け付けます。 

１） 質疑受付期間 

 平成２２年６月１日〜６月１５日 

２） 質疑方法 

 質疑は下記の要領に従って下さい。 

① 所定の質問用紙（様式２）をダウンロードし、電子メールにて送って下さい。 

 ダウンロード先：コンペ･ホームページ http://www.h.chiba-u.jp/centennial/ 

 質問用紙宛先：コンペ事務局（担当：木下 剛 宛て） tkinoshita@faculty.chiba-u.jp 

② 質問事項は一件ごとに番号をふるなどして別々に記述して下さい。 

③ 質問用紙の所定の欄に必ず登録番号を記入して下さい。 

 

３） 質疑応答書 

 質疑に対する応答は、一括して「千葉大学園芸学部創立 100 周年記念館（仮称）コ

ンペ質疑応答書」としてとりまとめ、すべての応募登録者に対して、平成２２年６月

中旬に電子メールにて一斉送付いたします。 

 

４． 現地見学会 

 現地見学会は行いません。個人で随時見学をお願いいたします。ただし、見学される場

合は、見学当日、園芸学部事務棟（総務係）にて受付（ご署名）をお願いいたします。お

車でお越しの場合は、所定の駐車場に駐車の上、園芸学部事務棟（総務係）で駐車許可証
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を受領して下さい。園芸学部へのお車での入構は国道 464 号線からのみになりますのでご

注意下さい。休日･祝祭日は入構できません。 

 アクセス：http://www.h.chiba-u.jp/access.html#map 

 

Ⅳ 提出図書 

 応募者は自己の責任において以下の設計図書を作成し、所定の期間内にコンペ事務局に

提出して下さい。提出図書は、提出後、その追加および修正は認めません。 

 

１． 応募設計図書 

 応募設計図書には、以下の内容を表現して下さい。レイアウトは「レイアウト参考例」

に従ってください。 

① 記念館周辺のランドスケープデザイン設計要旨等 

 ・設計要旨（８００字程度） 

 ・主要施設等面積表 

② キャンパスのランドスケープマスタープラン 

・ ランドスケープ形成（土地利用、施設配置、景観形成等）の方針 

・ 動線、ゾーニング等の方針 

・ 全体計画図 

・ 詳細計画図 

③ 記念館周辺のランドスケープデザイン基本計画図 

・平面図（全体縮尺１／２５０） 

・断面図−２面（記念館部分および接道部分） 

④ 透視図など空間構成のわかる表現図 着色１枚 100 周年記念館を含む最低１カット 

⑤ その他設計者が必要と判断した表現（重要な部分の平面図等） 

 

２． 応募設計図書の作成要領 

 応募設計図書の作成は以下のとおりとします。 

① 594mm×841mm（A1 版）の用紙２枚（横使い）とします。上記「１．応募設計図書」の①

〜⑤を応募設計図書レイアウト規定（下記よりダウンロード）に従ってレイアウトして下

さい。A１（横使い）２枚を上下に並べ A０縦置きの形で審査することを想定し、レイア

ウトしてください。 

  http://www.h.chiba-u.jp/centennial/ （書類にはパスワードが設定されています） 

② 応募設計図書中の文字は必ず日本語を使用して下さい。 
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③ 寸法はメートル法とします。 

④ 応募設計図書は、ハレパネあるいはスチレンボード（厚さ７mm 以下）等に全面貼付けと

しパネル化してください。表記面のコーティングは自由ですが縁取りは行わないで下さい。

フレームのついたイレパネ等としないでください。 

⑤ 図面名称は適宜自由に記入して下さい。 

⑥ 応募設計図書には、所定欄に登録番号を記入して下さい。応募者およびその国籍が特定

できるような書き込みをしたりしてはいけません。 

 

３． 添付図書 

 添付図書は次のものとします。 

① 著作者証 

 戸定会ホームページ（http://www.h.chiba-u.jp/centennial/）から著作者証（様式３）を

ダウンロードして、必要事項を記入し印刷して下さい。 

② 著作者証および応募設計図書のデータ（著作者証は MS-Ward ファイル形式で、また A1

版２枚は PDF ファイル形式にて記録した CD または DVD 等を 1枚）。 

③ 添付図書は、登録番号を記入した封筒に入れて、応募設計図書と一緒に提出して下さい。 

 

４． 提出要領 

１) 応募設計図書受付期間 

 平成２２年８月１日〜８月１３日（郵送のみ、消印有効） 

２) 提出部数 

 提出部数は応募設計図書、添付図書ともそれぞれ一部とします。模型あるいは要求

以外の図書等は返却しません。 

３) 提出方法 

① 提出に際しては、応募設計図書の表記面を内側にし、封筒等に入れた添付図書と

合わせて包装して下さい。包装の仕方は自由ですが、郵送の規定に合わせて大き

さは縦横厚さの合計が 1,500mm 以内に収まるように注意して下さい。 

② 提出図書が破損しないように十分な外装を施し、コンペ事務局宛てに送付して下

さい。 

③ 郵送料金は応募者負担とします。 

④ コンペ事務局は、郵送中の破損並びに郵送の遅延に関しては一切の責任を負わな

いものとします。 

⑤ 送付手段については郵送のみとします。 
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５． 受領書の交付 

 応募設計図書および添付図書受領後、コンペ事務局から応募者宛てに１週間以内に電子

メールで受領書が送られます。受領書が届かない場合は、誠にお手数ですが、コンペ事務

局まで連絡をお願いいたします。 

 

Ⅴ 審査および審査結果の発表 

１． 審査委員会 

 審査委員会は、次の審査員により構成します 

 委員長 中村良夫（東京工業大学名誉教授） 

 委 員 上野 泰（ウエノデザイン） 

     栗生 明（記念館設計者） 

     雨宮 良幹（千葉大学園芸学部キャンパス検討委員会） 

     松崎 喬（キャンパス修景計画等検討委員会） 

 

２． 審査について 

 審査委員会は、最優秀１点、優秀２点、佳作数点をそれぞれ選定します。 

① 審査は、応募者の氏名を一切匿名にして行います。 

② 何人も、審査委員会の結論に対して異議を申し立てることはできません。 

③ 審査終了後、その経緯を記した報告書を公表します。 

 

３． 失格 

 以下の各号に該当する場合には失格とします。 

① 応募資格（「Ⅱ 応募資格等」参照のこと）に該当しない方の応募によるもの。 

② 著作者証に明らかに虚偽の記載があるもの。 

③ 応募設計図書に、応募者および国籍が特定できるような書き込みをしたり、それらを記

入した紙片等をはさんで提出したもの。 

④ 提出図書が締切期限内に提出されなかったもの。 

⑤ 提出図書が締切期限内に発送されたものでも、締切後 14 日以内にコンペ事務局に到着

しなかったもの。 

⑥ その他、本応募要項に違反するもの。 

 

４． 選考結果の通知 
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① 選考結果は全応募者に対し直接文書で通知します。 

② 選考結果の送付のために、所定の封筒には返送先を明記して下さい。 

 

Ⅵ 賞状および賞金 

１．賞状 

 入選作品（最優秀、優秀、佳作）に対し、賞状を授与（応募登録者のみ）します。 

 

２．賞金 

 入賞者には以下のとおり配分します。賞金は審査結果発表後すみやかに支払われるもの

とします。 

 最優秀賞 １点 １０万円（税込み） 

 優秀賞  ２点 各５万円（税込み） 

 なお、最優秀賞受賞者は、千葉大学園芸学部創立 100 周年記念事業会／キャンパス修景

計画等検討委員会と共同で百周年記念館周辺のランドスケープデザインに係る基本設計を

完了させ、実施設計の監理にも加わっていただきます。 

 

Ⅶ 諸権利および提出図書の取扱い 

１． 著作権 

 応募設計図書の著作権は応募者に帰属しますが、主催者はコンペに関する必要な公表（出

版も含む）について、その権利を無料で使用できるものとします。 

 

２． 提出図書の返却 

 入選作品を除き、応募設計図書は応募者が送料着払いによる返送手段手続きをとる場合

に限り返却します。ただし、CD/DVD は返却いたしません。 

① 返却を希望する方は、著作者証に予めその旨を記入しておいて下さい。 

② 返却する日時については、事務局より後日連絡いたします。 

③ 応募設計図書の取扱いについては十分注意しますが、不測の損傷についてはその責を負

わないものとします。 

④ あらかじめ返却の申し出のない作品は主催者の側で保存または処分させていただきま

す。 

 

Ⅷ 設計および監理 

１．業務の委託 
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① 卒業生の最優秀賞受賞者には記念館周辺のランドスケープデザインに係る基本設計が

委託されます。 

② 基本設計を受託した方（以下「設計者」と記す）は、キャンパス修景計画等検討委員会

と共同で、応募設計図書で提案した計画案（以下「計画案」と記す）に基づき、実施設計、

監理への協力をお願いいたします。 

 

２．その他 

① キャンパス修景計画等検討委員会は、基本設計の段階で、設計者と十分協議の上、作品

の意図を損なわない範囲で一部の変更をすることができます。 

② キャンパス修景計画等検討委員会または審査委員会が、設計者の基本設計能力が不十分

であると認めた場合には、その設計者は自ら選び、かつ主催者が適当と認める設計者と共

同して作業を行わなければなりません。 

③ キャンパス全体のマスタープランについては、今後のキャンパス整備に向けた参考資料

として活用させていただきます。 

 

Ⅸ 記念館周辺のランドスケープデザインに係る設計条件 

１．基本方針に期待される事項 

① キャンパスの象徴的核となる景観の創出 

② 緑風会館、学生寮、圃場、駐車場など周辺施設の関係再編 

③ 記念館の基本計画及び利用形態をふまえた計画 

④ 既存樹の扱いを熟慮した空間デザイン 

 

２．設計条件 

① 記念館を中心的施設とし、その他にアプローチ用の歩道、記念館の諸機能（カフェ、集

会その他）と一体的な利用ができる屋外多目的スペース、緊急用車両、物資搬入用のた

めの記念館東側の管理用道路接続を必ず配慮して下さい。 

② プール本体の構造躯体は撤去せずそのままとし、利用方法、修景方法を考えてください。

プール北側の施設群（タンク、自動給水装置等）は松戸キャンパスの地下水給水施設で

すので、機能は存置としますが、上屋とその周辺のデザイン等の提案は自由とします。 

③ 敷地内の擁壁等構造物に関しても事業規模に照らして撤去等の提案は自由です。 

④ 敷地中央凹地の排水に対する対策も考慮してください。 

⑤ 記念館北側、東側の管理用道路線形に関しても、提案に即した若干の変更は可能です。 
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３．事業計画の想定規模 

 コンペ対象範囲（設計資料②敷地現況図に示されている約 7,000 ㎡）の造園工事（実施

設計含む）の事業規模については、約 5,000 万円を想定のうえ、ランドスケープの基本計

画をご提案下さい。提案は２、３期に分割して整備する予定ですので、段階的な施工が可

能な提案としてください。 

 

４．計画地 

① 位置：千葉大学園芸学部緑風会館地先 

② 面積等：約 7,000 ㎡（設計資料②敷地現況図に示されている範囲） 

③ 周辺概要： 

 東：歩行者道路及び圃場、西：歩行者道路及び教育研究棟、南：緑風会館，北：圃場 

④ 地域･地区の指定：第１種住居地域 

⑤ 周辺道路等：歩行者道路に接続（自動車は管理又は緊急時のみ）。 

⑥ 都市施設：上水道、下水道、電機、ガス、電話は要設置工事 

 

※ 詳しくは、「提案範囲及び提案条件の概略図」及び「園芸学部キャンパス配置図」（下記

よりダウンロード）のこと。 

http://www.h.chiba-u.jp/centennial/ （書類にはパスワードが設定されています）を参

照のこと。 

 

５．キャンパス全体の整備構想及び記念館基本計画との整合 

 「提案範囲及び提案条件の概略図」、「100 周年記念館基本計画資料」（下記よりダウンロ

ード）を参照のこと。 

 http://www.h.chiba-u.jp/centennial/ （書類にはパスワードが設定されています） 


